
1．はじめに

イオン液体は，有機物からなるカチオンとハロゲン等を含む
アニオンから構成されるが，室温においても溶融状態の塩物質
であり，液体でありながら不揮発性や高耐熱性等の特徴を有し
ている1-3）。この特徴を利用し，各種合成分野や分離分野にお
ける新規な環境適応型媒体として脚光を浴び，非常に多くの検
討が行われている。近年では，イオン液体のイオン伝導性や二
酸化炭素吸収能，炭素材料に対する分散安定剤，およびイオン
液体を構成するイオン種の設計による磁性・液晶性・蛍光特性
等の機能性付与を利用し，機能性材料としての応用展開が期待
されている4-13）。その点において材料として使用する場合，流
動する液体では扱いにくく，力学特性や加工性などの観点から
イオン液体を「固体化」する研究が注目されている。イオン液

体を固体化する手段の一つとして，高分子化イオン液体（ポリ
イオン液体，PIL）が挙げられる。これは，重合性官能基を有
するイオン液体を重合することで得ることができ，高分子とイ
オン液体の特徴を併せもつ新規な高分子材料として注目を集め
ており，高分子電解質や二酸化炭素分離膜，表面改質可能な高
分子フィルム等がこれまでに報告されている14-20）。
ところで，高分子微粒子材料は塗料や接着剤等の皮膜形態で

おもに利用されるが，近年では医薬分野における薬物輸送担体
や電子ペーパーの表示材料など微粒子形態で実用化されてお
り，高分子微粒子の機能性材料としての利用に向けて，多様な
機能性付与が要求されている21,22）。このような背景を踏まえ，
上記にて述べた多様な機能性を有するPILを微粒子化すること
で，高分子微粒子材料の適応範囲拡大が期待できる。本稿で
は，PILの微粒子材料合成に関する著者らの研究を中心に概説
する。

2．ポリイオン液体微粒子の合成

PILは，1973年にSalamoneら23）によって初めて報告され，
それから約20年後，大野らが新規なイオン伝導材料として報
告24）して以来，多数の研究グループによってPILの機能性材
料としての利用が報告されている。またPILの微粒子化に関す
る報告は，2004年のGordonらの研究が最初である25）。彼らは，
疎水性のイオン液体モノマーである1-ブチル3-ビニルイミダゾ
リウムビス（トリフルオロメタンスルホン）アミド（［Vbim］
［TFSA］）と架橋性モノマーの水媒体中での懸濁重合により
PILゲル粒子を作製している。得られたゲル粒子にパラジウム
を担持させ，Heckカップリングにより新規な触媒担体として
の優位性を示している。
また，Meccerreyesらは，水溶性のイオン液体モノマーであ
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要　　　　旨

室温においても溶融状態の塩であるイオン液体はイオン伝導性や二酸化炭素吸収能，炭素材料に対する分散安定剤などの機能性を
有した材料としての応用展開が期待され，力学特性や加工性などの観点から液体状態だけでなく，重合基をもったイオン液体モノマー
を用いたポリイオン液体が注目されている。ところで高分子微粒子は，従来，溶媒に分散した状態でインク，塗料や接着剤などに用
いられ，粒子同士が融着した皮膜形態として利用されている。しかしながら，近年では医薬分野における薬物輸送担体や電子ペーパー
の表示材料など微粒子形態での機能性材料としての利用に向けて，多様な機能性付与が要求されている。上記のように多様な機能性
を有するポリイオン液体を微粒子化することで，高分子微粒子材料の適応範囲拡大が期待できる。本稿では，著者らの研究を中心に
ポリイオン液体微粒子材料合成に関する最近の研究を紹介する。
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